
　

　

日時：令和2年10月30日（金）
　　　　午後3時00分～4時00分
場所：市川市保健センター大会議室

　　　　　

      令和2年度　　　市川市自殺対策関係機関連絡会
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次  第           

 
日時：令和 2 年 10 月 30 日（金）     

                          午後 3 時 00 分から午後 4 時 00 分 
                                           場所：市川市保健センター4 階大会議室 

  

 

1． 開会 

2． 挨拶   

3． 議題 

（1）自殺者実態報告 

（2）こころの健康相談事業について 

（3）ゲートキーパー研修について 

（4）令和 3 年度（2021 年度）の自殺対策計画中間評価について 

     （5）意見交換 

4． 閉会 



所属機関 職名 氏　名（敬省略）
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5
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千葉いのちの電話
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齋藤　浩一

6
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ほっとハートらいふ

管理者
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1-1． 自殺者数の推移（全国）
平成22年以降、10年連続の減少。昭和53年から始めた自殺統計で過去最少。

　警察庁自殺統計原票より厚生労働省作成

1-2．自殺死亡率の推移（全国）
　　　   　　令和元年の自殺死亡率は16.0となり、平成22年以降では10年連続の低下。

　注）「自殺死亡率」とは、人口10万人当たりの自殺者数を表したもの。
警察庁自殺統計原票データ、総務省「国勢調査」及び「人口統計」より厚生労働省作成

資料1

総数

男性

女性
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1-3．年齢階級別自殺者数の推移（全国）
　　　　　　　　　　令和元年は前年と比較して、30歳代以上の各年齢階級で減少。

警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成

1-4．年齢階級別自殺死亡率の推移（全国）

　　　　　　　　　　　10～19歳以下は前年より微増。

警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成

50～59歳

10～19歳



2-1．自殺者数の推移（千葉県）
　　　　　　　　　　　平成23年1,370人がピーク以降減少傾向だが、平成30年は前年より増加。

千葉県衛生統計年報より

2-2．自殺死亡率の推移（千葉県）
　　　　　　　　　　　平成30年の自殺死亡率は16.8となり、前年より増加。

千葉県衛生統計年報より

3
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3-1．自殺者数の推移（市川市）

　　　　　　　　　　　　平成30年の自殺者数は68人。

千葉県衛生統計年報より

3-2．自殺死亡率の推移（市川市）
　　　　　　　　　　　　増減を繰り返しながら減少傾向。

千葉県衛生統計年報より

平均
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H28

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

全国 20.01 24.4 23.4 22.9 21 20.7 19.5 18.5 16.8 16.4 16.5

千葉県 19.21 21.4 21.4 22.1 19.6 19.7 19.6 19 16.4 16.1 16.8

市川市 17.55 19.1 17.7 20.4 17.5 17.9 19.3 15.8 17.1 16.9 13.8
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4-1．年齢別自殺者数（市川市）
　　　　　　　　　　　 男性の自殺者数が増加。

厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」を基に作成

4-2．自損行為による救急搬送人員状況（市川市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市川市消防局救急課の資料を基に作成

4-3．自損行為による年齢別搬送者数（市川市）（平成29年～令和元年）
　　　　　　　　　　　30歳代が最多。

市川市消防局救急課の資料を基に作成
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5-1．全国月別自殺者数の推移（総数）
　　　　　　　　　　　　　令和2年8月の自殺者数（1,849人）は、対前年同月比246人（約15.3％）増。

厚生労働省自殺対策推進室作成

5-2．原因・動機、年齢別自殺者数(全国）
　　　　　　　　　　　　　年代順では50歳代、40歳代、70歳代、20歳代の順に自殺者数が多い。

(令和2年8月暫定値)

原因・
動機

自殺者
総数

総数 家庭問題 健康問題
経済・

生活問題
勤務問題 男女問題 学校問題 その他 不詳

総数 1783 1200 231 870 186 133 68 52 110 583

20歳未満 91 61 21 17 0 7 6 32 13 30

20-29 238 157 28 69 29 35 26 18 18 81

30-39 216 133 23 81 32 22 17 2 12 83

40-49 281 188 33 126 42 31 13 0 18 93

50-59 284 188 46 131 44 25 4 0 12 96

60-69 208 143 22 129 24 8 1 0 12 65

70-79 251 183 30 182 11 4 1 0 10 68

80歳以上 211 146 28 133 4 1 0 0 15 65

不詳 3 1 0 2 0 0 0 0 0 2

（備考）「原因・動機特定者」とは、少なくとも1つの原因・動機が特定されている自殺者。
        原因・動機を3つまで計上可能としているため、総数と原因・動機別自殺者数の和は一致しない。

厚生労働省自殺対策推進室作成

(単位：人)

(令和2年8月速報値)
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5-3．職業・男女・原因動機別自殺者数（全国）
　　　　　　　 　　　　　男性が6割以上を占める。

(令和2年8月暫定値)

総数 家庭問題健康問題
経済・生
活問題

勤務問題男女問題学校問題 その他

総数 1783 1200 231 870 186 133 68 52 110 583
総数 男 1148 755 147 490 157 106 38 26 78 393

女 635 445 84 380 29 27 30 26 32 190
総数 87 59 15 34 32 7 3 0 4 28
男 80 53 15 30 30 7 2 0 4 27
女 7 6 0 4 2 0 1 0 0 1

総数 514 379 79 182 74 115 43 1 33 135
男 396 284 53 125 65 92 29 1 25 112
女 118 95 26 57 9 23 14 0 8 23

総数 989 757 136 652 79 11 20 51 73 232
無職 男 551 416 79 334 61 7 7 25 49 135

女 438 341 57 318 18 4 13 26 24 97
総数 193 5 1 2 1 0 2 0 0 188

不詳 男 121 2 0 1 1 0 0 0 0 119
女 72 3 1 1 0 0 2 0 0 69

（備考）「原因・動機特定者」とは、少なくとも1つの原因・動機が特定されている自殺者。
        原因・動機を3つまで計上可能としているため、総数と原因・動機別自殺者数の和は一致しない。

厚生労働省自殺対策推進室作成

5-4．対前年度同月自殺者増減数上位5県
　　　　　　　　　　　　増加数ワースト第2位が千葉県（47人の増）

(令和2年8月暫定値)

厚生労働省自殺対策推進室作成

5-5．厚生労働省　9月14日付通知連絡より
　相談につながることができること、制度間の垣根を超えたあらゆる相談窓口との連携が

　　　　　　何より重要である。

被雇用
者・勤め

人

男女
自殺者
総数

原因・動機特定者の原因・動機
不詳

自営業・
家族従
業者

職業
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6-1．自殺者実態の傾向

〇千葉県 平成30年の自殺者数・自殺死亡率は増加傾向


　全国
　市川市

〇令和2年8月の速報値 全国・千葉県ともに自殺者数が急増

市川市の自殺者数・自殺死亡率が増加に転じる可能性が非常に高い。

令和元年の自殺者数・自殺死亡率は減少傾向



令和元年度　各相談事業実績 資料2-1

①うつの心配相談
平成29年度 平成30年度 令和元年度

実 33 46 24

延 39 46 24

47.9%減

②若年のためのうつの心配相談
平成29年度 平成30年度 令和元年度

実 23 21 33

延 26 27 34

25.9%増

③自死遺族相談
平成29年度 平成30年度 令和元年度

実 6 3 0

延 6 3 0

総相談件数
平成29年度 平成30年度 令和元年度

実 62 70 57

延 71 76 58

23.7%減



資料2-2



相談受理後のフロー図（イメージ）

相談者

②緊急度あり

本人の同意

個人情報特定

消防、救急要請等

速やかに

委託者（市）へ報告

③緊急度なし

ただし行政機関や保健師、外部機関による支援が必要

本人の同意

個人情報特定

速やかに委託者（市）へ報告

健康支援課事業担当にて詳細確認

地区担当保健師にて支援開始

①相談にて終了 受託者による電話・面接・WEBメールでの相談対応

資料2-3

相談者と

コンタクトを取る

関係課と連携・つなぐ

適切な外部機関へつなぐ

庁内関係課においては

連携シートを活用し

情報共有・連携

必要に応じ、

つなぎ先に関わり状況を確認



他課連携シート（案） 資料2-4

No.
相談
方法

主訴 緊急度 方針 連携先 連携先での関わり状況 備考

No. 月 日 方法 性別 年齢 対象者との関係 性別 年齢 主訴 緊急度 方針 課名、機関名 関わり状況 備考

1（例）6 18 電話 男 60 本人 生活困窮 中 関係課と連携 生活支援課 生活保護受給開始

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

相談日 相談者対象者

健康支援課　記入欄 連携先　記入欄



市民向けゲートキーパー養成講座 アンケート結果
第1回：若者のこころに寄り添うためにできること 参加者数：17名（回収率100％）

よく分かった

6人

大体分かった

9人

無回答

2人

市川市の自殺の現状について

できる

7人

どちらかと言えばできる

9人

無回答

1人

今後活用できそうか

とても深まった

6人

どちらかと言えば

深まった

10人

あまり深まらなかった

1人

自殺対策に対する理解

第2回：大切なひとのこころのSOSに気づいたら 参加者数：19名（回収率100％）

よく分かった

8人

大体分かった

8人

よく分からなかった

1人

無回答

2人

市川市の自殺の現状について

よく分かった

7人大体分かった

12人

「ゲートキーパー」の役割や心得、
傾聴のコツについて

できる, 
7人

どちらかと言えば

できる, 9人

どちらかと言えば

できない

1人

無回答

2人

今後活用できそうか

とても深まった, 
8人

どちらかと言えば

深まった

11人

自殺対策に対する理解

よく分かった

7人

大体分かった

9人

よく分からなかった

1人

ゲートキーパーの役割や心得、
傾聴のコツについて

資料3

１



庁内向けゲートキーパー研修 アンケート結果

よくわかった

48人

大体わかった

17人

よくわからなかった

1人

無回答

2人

自殺対策への理解

よくわかった

51人

大体わかった

17人

ゲートキーパーの役割について

できる

42人

どちらかというとできる

26人

研修を日々の業務や生活に
活用できるか

①人材育成課・新規採用職員 受講者数：69名（回収率：98.6％）

大体分かった

33人

よく分かった

8人

自殺の現状について

大体分かった

32人

よく分かった

9人

ゲートキーパーの役割について

どちらかと言うと

深まった

31人

とても深まった

9人

無回答

1人

自殺に対する意識は深まったか

②障がい者支援課 受講者数：41名（回収率：100％）

どちらかと言えば

できる

28人

できる

13人

研修を日々の業務や生活に
活用できるか

２
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こころの健康と自殺対策に関するアンケート（案） 

わが国の自殺者数はピーク時に３万４千人を超え、近年は減少していました。しかし、新型コロナウイルス感染症の

影響により今後は増加に転じると懸念されています。市川市では、悩みを抱えた方が生きるための環境を整えるた

め自殺対策事業に取り組んでいます。この調査は自殺対策事業を推進するため、市民の皆さまの心の健康に関す

る現状や事業の認知度、ご意向を今後の「いのち支えるいちかわ自殺対策計画」などの参考にさせていただきたい

ものです。アンケートへのご協力をお願いいたします。 

 

※「いのち支えるいちかわ自殺対策計画(第 2 次)」についてはこちらをご覧ください。（URL 記載予定） 

 

問１ あなたは、睡眠で休養が十分にとれていますか。（☑は１つ）必須 

１．とれている  ２．とれていない  

 
問２ 悩みごとや困ったことなどがあったとき、誰かに相談していますか。（☑は１つ）必須 

 １．相談している(→問 3 へ） ２．相談していない(→問 4 へ) 

 

問３ 問 2 で「相談している」と答えた方にうかがいます。 

〔１〕 どなたに相談しますか。(複数回答) 必須 

 １．家族 ２．親戚 ３．友人 ４．近所の人 ５．職場の同僚・上司・部下 ６．病院 

７．相談窓口 ８．その他（         ） 

 

〔２〕 どのように相談しますか。(複数回答) 必須 

 １．会って話す ２．電話で話す ３．インターネット、メールなど  

４．その他（                ） 

 

問 4 問 2 で「相談していない」と答えた方にうかがいます。それはなぜですか。(複数回答) 必須 

 １．プライバシーが守られるか不安 ２．話したくない内容を聞かれるのではないか 

 ３．上手く話せないのではないか  ４．逆に責められるのではないか 

 ５．面倒くさい・おっくうだ    ６．恥ずかしい 

 ７．自分で解決できると思う        ８．相談する人がいない 

 ９．その他（         ） 

 

問５ うつ病について、以下のことを知っていますか。 

〔１〕 誰もがかかる可能性のある病気である。（☑は１つ）必須 

１．知っていた  ２．知らなかった 

 

〔２〕 うつ病は、生活苦や失業、人間関係、病気など、様々なストレスと関係がある。（☑は１つ）必須 

 １．知っていた  ２．知らなかった 

 

〔３〕 薬の治療とともに、ゆっくり休養することが必要である。（☑は１つ）必須 

 １．知っていた  ２．知らなかった 
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問 6 若者の死因の 1 位が自殺であることを知っていますか。（☑は１つ）必須 

 １．知っている  ２．知らない 

 

問７ 自殺は社会的な取り組みで防ぐことができることを知っていますか。（☑は１つ）必須 

 １．知っている  ２．知らない 

 

問 8 市川市が自殺対策に取り組んでいることを知っていますか。（☑は１つ）必須 

  １．知っている  ２．知らない 

 

問 9 これからの自殺対策として大切なものはどのようなことだと思いますか。(複数回答)必須 

１．相談窓口のわかりやすさ  ２．総合的な電話相談   ３．24 時間対応の相談 

４．うつの専門相談窓口の設置 ５．中高年男性のための健康相談 ６．女性のための健康相談 

７．多重債務相談            ８．自死遺族（家族を自殺でなくされた方）相談 

９．失業対策・雇用の確保  １０．かかりつけ医の目配り  

１１．自殺予防に関する講演会の実施   １２．広報での呼びかけ  １３．啓発ポスターの掲示 

１４．若い年齢層からの「いのちの教育」 １５．ストレス対処法の学習会 

１６．適正な飲酒に対する啓発      １７．保健師や民生委員などによる戸別訪問 

１８．高齢者対象の生きがい事業の促進  １９．その他（            ） 

 

問 10 あなたご自身が、自殺対策に対してどのようなことができると思いますか。（200 字以内） 

 （例：身近に悩んでいるような人がいたら、声をかける）  

 

問１1 「ゲートキーパー」を知っていますか。（☑は１つ）必須 

１．知っている  ２．聞いたことはあるが具体的なことは知らない  ３．知らない 

     ※自殺対策に関する「ゲートキーパー」とは…(厚生労働省 HP より引用) 

     自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要

な支援につなげ、見守る）を図ることができる人のことで、言わば「命の門番」とも位置付けられる人のこ

とです。 

 

問 12 その他、ご意見がございましたら、ご自由にお書きください。（200 字以内） 
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